
Cisco Unified IP Phone とネットワーク

Cisco Unified IP Phoneを使用すると、データネットワーク上で音声による通信が可能になりま
す。この機能を提供するために、電話機は、他の主要な Cisco IP Telephonyおよびネットワーク
コンポーネントに依存し、やり取りしています。たとえば、CiscoUnifiedCommunicationsManager、
ドメインネームシステム（DNS）サーバと DHCPサーバ、TFTPサーバ、メディアリソース、
および Cisco prestandard PoEなどです。

ここでは、Cisco Unified IP Phone 7931Gと、Cisco Unified Communications Manager、DNSサーバ
やDHCPサーバ、TFTPサーバ、およびスイッチとの間のやり取りを中心に説明します。また、
電話機への電源供給に関するオプションについても説明します。

音声通信と IP通信の関連情報については、次のURLを参照してください（Cisco.comの登録ユー
ザである必要があります）。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/index.html

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Unified IP Communications製品の連携, 1 ページ

• Cisco Unified IP Phoneの電源, 3 ページ

• 電話機設定ファイル, 5 ページ

• 電話機の起動プロセス, 6 ページ

• Cisco Unified Communications Manager電話機の追加方法, 8 ページ

• Cisco Unified IP Phoneとさまざまなプロトコル, 11 ページ

• Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, 13 ページ

Cisco Unified IP Communications 製品の連携
IPテレフォニーネットワークで Cisco Unified IP Phoneが機能するためには、Cisco Catalystスイッ
チなどのネットワーキングデバイスに Cisco Unified IP Phoneを接続する必要があります。また、
コールを送受信する前に、Cisco Unified IP PhoneをCisco Unified CommunicationsManagerシステム
に登録する必要があります。
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Cisco Unified IP Phone と Cisco Unified Communications Manager の連携
Cisco Unified Communications Managerは、業界標準のオープンなコール処理システムです。
Cisco Unified Communications Managerソフトウェアは、従来の PBX機能を企業の IPネットワーク
に統合して、電話機間のコールを確立および切断します。 Cisco Unified Communications Manager
は、電話会議やルートプランなどの機能で必要になる IPテレフォニーシステムのコンポーネン
ト（電話機、アクセスゲートウェイ、およびリソース）を管理します。また、Cisco Unified
Communications Managerには、次の機能もあります。

•電話機のファームウェアの提供

•認証および暗号化（テレフォニーシステム用に設定されている場合）

• TFTPサービスからの設定ファイル、証明書信頼リスト（CTL）ファイル、および Identity
Trust List（ITL）ファイル

•電話機の登録

•コールの保存。この機能により、プライマリ CommunicationsManagerと電話機間でシグナリ
ングが消失してもメディアセッションが継続されます。

この章で説明している IPデバイスを使用するための Cisco Unified Communications Managerの設定
方法については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』、『Cisco Unified
Communications Manager System Guide』、および『Cisco Unified Communications Manager Security
Guide』を参照してください。

Cisco Unified IP Phoneのセキュリティ機能の概要については、Cisco Unified IP Phoneのセキュリ
ティ機能を参照してください。

設定しようとするCisco Unified IP Phoneのモデルが、Cisco Unified CMの管理の [電話のタイプ
（Phone Type）]ドロップダウンリストに表示されない場合は、http://www.cisco.com/kobayashi/
sw-center/sw-voice.shtmlにアクセスして、使用している Cisco Unified Communications Manager
バージョンの最新のサポートパッチをインストールします。

（注）

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneで使用可能なテレフォニー機能

Cisco Unified IP Phone と VLAN の連携
Cisco Unified IP Phone 7931Gにはイーサネットスイッチが内蔵されており、パケットを電話機本
体、電話機背面のアクセスポートやネットワークポートに転送できます。

アクセスポートにコンピュータを接続した場合、コンピュータと電話機は、スイッチへの同じ物

理リンクおよび同じスイッチポートを共有します。このように物理リンクが共有されるため、

ネットワークの VLAN設定について、次のような考慮事項が存在します。
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•現在の VLANを IPサブネットベースで設定することができますが、同じポートに接続され
ている他のデバイスと同じサブネットに電話機を割り当てるための追加の IPアドレスは使用
できません。

•データ/ネイティブ VLAN上のデータトラフィックによって、VoIPトラフィックの品質が低
下することがあります。

•ネットワークセキュリティを確保するために、VLAN音声トラフィックと VLANデータト
ラフィックの分離が必要になることがあります。

これらの問題は、音声トラフィックを別のVLAN上に分離することで解決できます。電話機の接
続先となるスイッチポートには、次の 2つのトラフィックの伝送用に、それぞれ別個のVLANを
設定します。

•電話機で送受信される音声トラフィック（CiscoCatalyst 6000シリーズ上などの補助VLAN）

• IP Phoneのアクセスポート経由でスイッチに接続されている PCで送受信されるデータトラ
フィック（ネイティブ VLAN）

電話機を別の補助VLANに分離すると、音声トラフィックの品質が向上し、個々の電話機に割り
当てるだけの十分な IPアドレスがない既存のネットワークに多数の電話機を追加できます。

詳細については、Ciscoスイッチに添付されているマニュアルを参照してください。また、次の
URLからも関連資料を参照できます。

http://cisco.com/en/US/products/hw/switches/index.html

関連トピック

電話機の起動プロセス, （6ページ）
ネットワークの設定メニュー

Cisco Unified IP Phone の電源
Cisco Unified IP Phone 7931Gには、外部電源または Power over Ethernet（PoE）から電力を供給で
きます。外部電源は、独立型の電源を通じて提供されます。PoEは、イーサネットケーブルを介
して電話機に接続されているスイッチによって提供されます。

停電

電話機で緊急サービスにアクセスするには、電話機に電力が供給されている必要があります。電

源障害がある場合、電源が復旧するまで、利用および緊急コールサービスダイヤルは機能しませ

ん。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再設定してから、利用およ

び緊急コールサービスへのダイヤルを行う必要があります。
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電力に関するガイドライン

次の表に、Cisco Unified IP Phone 7931Gの外部電源および PoE電源に適用されるガイドラインを
示します。

表 1：Cisco Unified IP Phone 7931G の電力に関するガイドライン

ガイドライン電源の種類

Cisco Unified IP Phone 7931Gには、CP-PWR-CUBE-3外部電源を
使用できます。

外部電源：Cisco外部電源を通
じて供給。

Cisco Unified IP Phoneパワーインジェクタは、どの Cisco Unified
IP Phoneにも使用できます。インジェクタは、ミッドスパンデ
バイスとして機能し、接続されている電話機にインラインパワー

を供給します。 Cisco Unified IP Phone Power Injectorは、スイッ
チポートと IP Phoneの間に接続され、無通電のスイッチと IP
Phoneの間で最大 100 mのケーブル長をサポートします。

外部電源：Cisco Unified IP
Phoneパワーインジェクタを
通じて電力を供給。

• Cisco Unified IP Phone 7931Gは、IEEE 802.3af Power over
Ethernetをサポートします。

•電話機を無停電で運用するには、スイッチがバックアップ
電源を備えている必要があります。

•スイッチ上で実行されている CatOSまたは IOSのバージョ
ンが、予定している電話機配置をサポートしていることを

確認します。オペレーティングシステムのバージョンに関

する情報については、スイッチのマニュアルを参照してく

ださい。

PoE電源：イーサネットケー
ブルを介して電話機に接続さ

れているスイッチを通じて電

力を供給。

電力に関する追加情報

電源の関連情報については、次のマニュアルを参照してください。

•『Cisco Catalyst Switches: Cisco switches that work with the Cisco Unified IP Phones』

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/tsd_products_support_series_home.html

•『Cisco IOS Software: Cisco IOS releases that support bidirectional power negotiation』

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/products_ios_cisco_ios_software_category_home.html

•電力に関するその他の要件および制限事項

◦『Cisco Unified IP Phone Power Injector Installation Guide』
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◦ Power Over Ethernetソリューションの概要

◦サービス統合型ルータ

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/index.html

電話機設定ファイル
電話機の設定ファイルは TFTPサーバに保存されており、Cisco Unified CommunicationsManagerの
接続パラメータを定義しています。通常、電話機のリセットが必要となるような変更を Cisco
Unified Communications Managerに加えると、その変更内容は、電話機の設定ファイルに自動的に
反映されます。

設定ファイルには、電話機が実行するイメージロードに関する情報も含まれています。このイ

メージのロードが、電話機に現在ロードされているイメージと異なる場合、その電話機は、TFTP
サーバと交信して、必要なロードファイルを要求します。これらのロードファイルは、ファイ

ルの発信元の正当性を保証するためにデジタル署名されています。

また、設定ファイルのデバイスセキュリティモードがAuthenticatedに設定されており、電話機の
CTLファイルに Cisco Unified Communications Managerに対する有効な証明書が存在する場合、電
話機は Cisco Unified Communications Managerとの TLS接続を確立します。それ以外の場合、電話
機は TCP接続を確立します。 Session Initiation Protocol（SIP;セッション開始プロトコル）電話機
の場合、TLS接続には、設定ファイルの転送プロトコルが TLSに設定されていることも必要です
（Cisco Unified Communications Manager Administrationの SIPセキュリティプロファイルの転送タ
イプに対応）。

設定ファイルのデバイスセキュリティモードが Authenticatedまたは Encryptedに設定されて
いるが、電話機が CTLファイルまたは ITLファイルを受信していない場合は、安全に登録で
きるように、電話機は 4回、ファイルの取得を試みます。

（注）

ただし、Cisco Extension Mobility Cross Clusterの場合は例外で、電話機は Cisco Unified
Communications Managerとの TLS接続を許可し、CTLファイルがなくてもセキュアシグナリ
ングを可能にします。

（注）

CiscoUnifiedCMの管理でセキュリティ関連の設定を行うと、電話機の設定ファイルに重要な情報
が保存されます。設定ファイルのプライバシーを確保するには、そのファイルを暗号化用に設定

する必要があります。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』
の「Configuring Encrypted Phone Configuration Files」の章を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerでリセットおよび登録されるたびに、電話機は設定ファイ
ルを要求します。
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電話機は、Cisco Unified CommunicationsManagerおよび TFTPに割り当てられた証明書が格納され
た有効な信頼リストファイルを受け取っていない場合のみ、XmlDefault.cnf.xmlという名前のデ
フォルト設定ファイルにアクセスします。

自動登録が有効になっておらず、電話機が Cisco Unified Communications Managerデータベースに
追加されていない場合、電話システムによって Cisco Unified Communications Managerへの電話機
の登録要求が拒否されます。自動登録を有効にするか、電話機を Cisco Unified Communications
Managerデータベースに追加するまで、電話機には「IPを設定中（Configuring IP）」という
メッセージが継続的に表示されます。

電話機が登録済みの場合、電話機はSEPmac_address.cnf.xml（mac_addressは電話機のMACアドレ
ス）という設定ファイルにアクセスします。

SIP電話機の場合、TFTPサーバによって次の SIP設定ファイルが生成されます。

• SIP IP Phone

◦署名も暗号化もされていないファイル：SEP<mac>.cnf.xml

◦署名済みファイル：SEP<mac>.cnf.xml.sgn

◦署名され、暗号化されているファイル：SEP<mac>.cnf.xml.enc.sgn

•ダイヤルプラン：<dialplan>.xml

•ソフトキーテンプレート：<softkey_template>.xml

これらのファイル名は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウにある [MACアドレス（MAC address）]フィールドと [説明（description）]フィール
ドから生成されます。電話機は、MACアドレスによって一意に識別されます。詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』を参照してください。

電話機と TFTPサーバの連携については、『Cisco Unified Communications Manager System Guide』
の「Cisco TFTP」を参照してください。

電話機の起動プロセス
Cisco Unified IP Phoneを VoIPネットワークに接続すると、次の表に示す標準起動プロセスが開始
されます。ネットワークの設定によっては、Cisco Unified IP Phoneでこれらのプロセスステップ
の一部が発生しないこともあります。

手順

ステップ 1 スイッチからの電源の確保。

電話機が外部電源を使用していない場合、電話機に接続されているイーサネットケーブル経由で

スイッチからのインラインパワーが供給されます。

ステップ 2 保存されている電話機イメージのロード。
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Cisco Unified IP Phoneは、ファームウェアイメージとユーザ定義の設定値を保存するための不揮
発性フラッシュメモリを備えています。起動時に、電話機はブートストラップローダーを実行

して、フラッシュメモリに保存されている電話イメージをロードします。このイメージを使用し

て、電話機は自身のソフトウェアとハードウェアを初期化します。

ステップ 3 VLANの設定。
Cisco Unified IP Phoneを Ciscoスイッチに接続している場合、スイッチは、スイッチポート上に
定義されているボイス VLANを電話機に通知します。電話機が DHCP要求を使用して IPアドレ
スの取得を開始するには、自身のVLANメンバーシップを電話機があらかじめ把握している必要
があります。

ステップ 4 IPアドレスの取得。
Cisco Unified IP Phoneで DHCPを使用して IPアドレスを取得する場合、電話機は DHCPサーバに
クエリーを発行してアドレスを取得します。ネットワークで DHCPを使用していない場合は、
個々の電話機がある場所でスタティック IPアドレスを手動で割り当てる必要があります。

ステップ 5 TFTPサーバへのアクセス。
DHCPサーバは、IPアドレスを割り当てる以外に、Cisco Unified IP Phoneに対して TFTPサーバも
指定します。電話機の IPアドレスを静的に定義した場合は、電話機がある場所で TFTPサーバを
設定する必要があります。設定すると、電話機は TFTPサーバに直接アクセスします。

DHCPで割り当てられる TFTPサーバの代わりに、代替 TFTPサーバを割り当てて使用
することもできます。

（注）

ステップ 6 CTLファイルの要求。
TFTPサーバに、CTLファイルが保管されています。このファイルには、電話機と Cisco
Unified Communications Managerの間の安全な接続を確立するために必要な証明書も含まれていま
す。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』の「Configuring the Cisco
CTL Client」の章を参照してください。

ステップ 7 ITLファイルの要求
電話機は、まず CTLファイルを要求し、次に ITLファイルを要求します。 ITLファイルは電話機
が信頼できるエンティティの証明書を含んでいます。証明書は、サーバとのセキュア接続の認

証、またはサーバによるデジタル署名の認証に使用されます。 ITLファイルは、Cisco Unified
Communications Manager 8.0以降の電話機でのみ利用できます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』の「Security by Default」
の章を参照してください。

ステップ 8 設定ファイルの要求。

TFTPサーバは、設定ファイルを保持しています。このファイルは、Cisco Unified Communications
Managerに接続するためのパラメータに加え、電話機に関するその他の情報を定義しています。

ステップ 9 Cisco Unified Communications Managerとの交信。
設定ファイルは、Cisco Unified IP PhoneがCisco Unified CommunicationsManagerとどのように通信
するかを定義し、電話機にロード IDを提供します。設定ファイルを TFTPサーバから取得した
後、電話機は、リスト上で最も優先順位が高い Cisco Unified Communications Managerとの接続を
試みます。（暗号化または認証された）セキュアなシグナリングのために電話機のセキュリティ
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プロファイルを設定し、Cisco Unified Communications Managerをセキュアモードに設定している
場合、電話機はTLS接続を実行します。それ以外の場合は、非セキュアTCP接続を実行します。

電話機がデータベースに手動で追加された場合、Cisco Unified Communications Managerはその電
話機を識別します。電話機がデータベースに手動で追加されていない場合、自動登録が Cisco
UnifiedCommunicationsManagerで有効になっていれば、その電話機は、CiscoUnifiedCommunications
Managerデータベースに対してその電話機自体の自動登録を試みます。

Cisco Unified Communications Managerでセキュリティが有効になっている場合、自動登
録は無効になります。その場合、電話機を手動で Cisco Unified Communications Manager
データベースに追加する必要があります。

（注）

関連トピック

Cisco Unified IP Phoneの電源, （3ページ）
起動時の問題

ネットワークの設定メニュー

電話機設定ファイル, （5ページ）

Cisco Unified Communications Manager 電話機の追加方法
Cisco Unified IP Phoneを設置する前に、電話機をCisco Unified CommunicationsManagerデータベー
スに追加する方法を選択しておく必要があります。

次の表に、電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する方法の概要を
示します。

表 2：電話機を Cisco Unified Communications Manager データベースに追加する方法

注MAC アドレスの必要性メソッド

電話番号の自動割り当てが可能です。

セキュリティまたは暗号化が有効になって

いる場合は使用できません。

No自動登録

自動登録および一括管理ツール（BAT）が
必要です。ユーザが電話機から TAPSを発
信するときに、デバイスのMACアドレス
および DNを使用して Cisco Unified
Communications Managerデータベースを更
新します。

NoTAPSによる自動登
録

電話機を個々に追加する必要があります。YesCisco Unified CMの
管理を使用
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注MAC アドレスの必要性メソッド

同じモデルの電話機のグループを追加でき

ます。

電話機を Cisco Unified Communications
Managerデータベースに追加するときに、
スケジュールできます。

YesBATを使用

関連トピック

Cisco Unified CMの管理での電話機の追加, （10ページ）
自動登録による電話機の追加, （9ページ）
BATによる電話機の追加, （11ページ）

自動登録による電話機の追加

電話機を設置する前に自動登録を有効にしておくと、次のことが可能になります。

•事前に電話機からMACアドレスを収集することなく、電話機を追加する。

• Cisco Unified IP Phoneを IPテレフォニーネットワークに物理的に接続したときに、その電話
機を Cisco Unified CMデータベースに自動的に追加する。自動登録中に、Cisco Unified
Communications Managerは連続する電話番号の中から次に使用可能なものを電話機に割り当
てます。

•電話機を Cisco Unified Communications Managerデータベースにすばやく登録し、電話番号な
どの設定を Cisco Unified Communications Managerから変更する。

•自動登録された電話機を新しい場所に移動し、電話番号を変更しないまま別のデバイスプー
ルに割り当てる。

自動登録は、ネットワークに追加する電話機が 100台未満の場合に使用することを推奨しま
す。 100台を超える電話機をネットワークに追加するには、一括管理ツール（BAT）を使用し
ます。

（注）

自動登録は、デフォルトでは無効になっています。場合によっては、自動登録の使用が適さない

ことがあります。たとえば、電話機に特定の電話番号を割り当てる場合です。自動登録の有効化

については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Enable
autoregistration」の項を参照してください。
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Cisco CTLクライアントを通じてクラスタを混合モードに設定すると、自動登録は自動的に無
効になります。CiscoCTLクライアントを介してクラスタを非セキュアモードに設定すると、
自動登録は自動的に有効になります。

（注）

自動登録と TAPS による電話機の追加
自動登録と TAPS（Tool for Auto-Registered Phones Support）を使用すると、MACアドレスを最初
に電話機から収集しなくても、電話機を追加することができます。

TAPSは、一括管理ツール（BAT）と連携して、Cisco Unified Communications Managerデータベー
スにダミーMACアドレスを使用して追加された一連の電話機をアップデートします。 TAPSを
使用して電話機のMACアドレスをアップデートし、あらかじめ定義しておいた設定をダウンロー
ドします。

自動登録と TAPSは、ネットワークに追加する電話機が 100台未満の場合に使用することを推
奨します。 100台を超える電話機をネットワークに追加するには、一括管理ツール（BAT）を
使用します。

（注）

TAPSを実装するには、TAPS電話番号をダイヤルして、ボイスプロンプトの指示に従います。
このプロセスが完了した後、電話機には電話番号とその他の設定値がダウンロードされ、電話機

は正しいMACアドレスを使用して Cisco Unified CMの管理で更新されます。

TAPSが機能するためには、CiscoUnifiedCMの管理（[システム（System）] > [CiscoUnifiedCM]）
で自動登録を有効にする必要があります。

Cisco CTLクライアントを通じてクラスタを混合モードに設定すると、自動登録は自動的に無
効になります。CiscoCTLクライアントを介してクラスタを非セキュアモードに設定すると、
自動登録は自動的に有効になります。

（注）

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の「Bulk
Administration」の章および『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』の
「Tool for Auto-Registered Phones Support」の章を参照してください。

Cisco Unified CM の管理での電話機の追加
Cisco Unified CMの管理を使用すると、各電話機を個別に Cisco Unified Communications Manager
データベースに追加できます。追加するには、まず各電話機のMACアドレスを入手する必要が
あります。

MACアドレスを収集した後、CiscoUnifiedCMの管理で、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
の順に選択し、[新規追加（Add New）]をクリックして開始します。

   Cisco Unified IP Phone 7931G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
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CiscoUnifiedCommunicationsManagerの詳しい説明と概念については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Administration Guide』および『Cisco Unified Communications Manager System Guide』を参
照してください。

関連トピック

Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, （13ページ）

BAT による電話機の追加
Cisco Unified Communications一括管理ツール（BAT）は、Cisco Unified CMの管理のメニューオ
プションであり、複数の電話機に対して登録などのバッチ操作を実行できます。

（TAPSと組み合わせずに）BATだけを使用して電話機を追加するには、各電話機のMACアド
レスを取得する必要があります。

電話機を Cisco Unified Communications Managerに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[一括管理（Bulk Administration）] > [電話（Phone）] > [電話テンプ
レート（Phone Template）]の順に選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 3 [電話のタイプ（Phone Type）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [デバイスプール（Device Pool）]、[電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]、[デバイ
スセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]など、電話固有の詳細なパラメータを入
力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerから [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [新規追加
（Add New）]を選択し、すでに作成済みの BAT電話テンプレートを使用して電話機を追加しま
す。

BATおよび BAT電話テンプレートの使用方法の詳細については、『Cisco Unified Communications
Manager Bulk Administration Guide』の「Phone Template」の章を参照してください。

関連トピック

Cisco Unified IP Phone MACアドレスの特定, （13ページ）

Cisco Unified IP Phone とさまざまなプロトコル
Cisco Unified IP Phoneは、Skinny Client Control Protocol（SCCP）または SIP（セッション開始プロ
トコル）を用いて使用できます。あるプロトコルを使用している電話機を、別のプロトコルを使

用するように変更できます。

Cisco Unified IP Phone 7931G アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager 9.0
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新しい電話機の SCCP から SIP への変換
新しい未使用の電話機は、デフォルトでは SCCPを使用するように設定されます。この電話機を
SIPを使用するように変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

a) 電話機を自動登録するには、Cisco Unified CMの管理の自動登録電話プロトコルエンタープラ
イズパラメータに SIPを設定します。

b) 一括管理ツール（BAT）を使用して電話機を設定するには、該当の電話機モデルを選択し、
BATから SIPを選択します。

c) 電話機を手動で設定するには、Cisco Unified CMの管理の [電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウで、SIPに関する該当の変更を行います。
CiscoUnified CommunicationsManagerの設定の詳細については、『CiscoUnified Communications
ManagerAdministrationGuide』を参照してください。BATの使用方法の詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ネットワークで DHCPを使用していない場合は、電話機のネットワークパラメータを設定しま
す。

ステップ 3 設定の更新を保存するには、[設定情報の適用（Apply Configuration Information）]ウィンドウの
[設定の適用（Apply Config）]をクリックし、[OK]をクリックして、電話機のユーザ電源投入サ
イクルを実行します。

関連トピック

ネットワーク設定

使用中の電話機でのプロトコルの変更

使用中の電話機でプロトコルを別のプロトコルに変更する方法については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』の「Cisco Unified IP Phone Configuration」の章、
「Migrate existing phone settings to another phone」の項を参照してください。

SCCP と SIP が混在する環境への電話機の展開
SCCPと SIPが混在し、Cisco Unified Communications Managerの自動登録パラメータにより SCCP
が指定される環境で Cisco Unified IP Phoneを展開するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの auto_registration_protocolパラメータを SCCPに設定しま
す。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerで、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ
（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 3 電話機を設置します。

ステップ 4 [自動登録プロトコル（Auto Registration Protocol）]エンタープライズパラメータを [SIP]に変更し
ます。

ステップ 5 SIP電話機を自動登録します。

Cisco Unified IP Phone MAC アドレスの特定
このマニュアルで説明されている手順の中には、Cisco Unified IP PhoneのMACアドレスの確認が
必要になるものがいくつかあります。次のいずれかの方法で、電話機のMACアドレスを確認で
きます。

•電話機が Cisco Unified Communications Managerに登録されている場合は、アプリケーション
メニューボタンを押して、[設定（Settings）] > [モデル情報（Model Information）]を選択し、
[MACアドレス（MAC Address）]フィールドを確認します。

デフォルトでは、アプリケーションメニューボタンは回線ボタン 24（左の一番上の回線ボ
タン）です。

•電話機がCiscoUnifiedCommunicationsManagerに登録されていない場合は、[設定（Settings）]
ソフトキーを押して [モデル情報（Model Information）]を選択し、[MACアドレス
（MAC Address）]フィールドを確認します。

このソフトキーは、電話機が登録されていない場合にのみ表示されます。

•電話機の背面にあるMACラベルを確認する。

•電話機のWebページを表示し、[デバイス情報（Device Information）]ハイパーリンクをク
リックする。

関連トピック

電話機のWebページへのアクセス
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